
 

 

 

 

 

 
 

 

 

V1L10 

 

自動バックアップ編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.0 版 

 

株式会社豊里システムソリューション  

操作マニュアル



はじめに 

本書は、らくらくドキュメントサーチ（以降、単に本プログラムと記す）の自動バックア

ッププログラムの操作方法について説明しています。 

 

 

動作環境 

なお、本プログラムは、らくらくドキュメントサーチの SQL 版において、SQL Swerver

が動作しているサーバの Windows アプリケーションとして動作します。 

本プログラムをスタートアップに登録しておくことで、サーバが再起動されても常時起

動したアプリケーションとして動作します。 

 

 

・Windows Server の OS は、Windows Server2019 以降であること。 

・Microsoft SQL Server2019 または 2022 または 2025 がサーバにインストールされて

いること。（Express 版含む） 

・PC の画面解像度は、1280x768 以上であること 

 

 

機能概要 

指定された時刻、指定された世代管理でらくらくドキュメントサーチの運用で使用する

下記のデータを、自動で指定されたバックアップ先にバックアップします。 

・文書格納ルートフォルダ配下の全て 

・SQL Server のらくらくドキュメントサーチで使用する全てのテーブル 

（データベースは、csv 形式のテキストデータでエクスポートします） 

・動作環境フォルダ配下の全て 

・データフォルダ配下の全て 

・操作履歴格納フォルダ配下の全て 

 

バックアップスケジュールは、下記の設定が可能です。 

・毎日、毎週、隔週、毎月のいずれか 

・あるいは指定された日、または曜日 

・バックアップ開始時刻 
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1. プログラムの起動と実行 

本プログラムは、スタートアップに登録されているためサーバ起動時に自動起動され、

バックアップ開始時刻になるまで待機しています。 

1.1 自動バックアップ待機画面 

バックアップが開始されるまでの待機中の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 自動バックアップ中画面 

指定時刻になると自動でバックアップ実行中の状態となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2 バックアップ動作の設定 

待機中画面の「起動中」ボタンをクリックして「停止中」の状態にし、環境設定画面を表

示します。 
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動作環境設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 バックアップの動作環境設定 

バックアップを採取する対象のフォルダを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

SQL Server のホスト名を指定します。 

 

 

本プログラムは SQL Server 上で動作することから、ホスト名は localhost とします。 

 

バックアップ世代は 1～７の範囲で選択します。 

 

 

ここで指定された世代数を越えたバックアップは、バックアップ終了時に削除されます。 

例えば、毎日定時国にバックアップを取る場合、世代管理数が３の場合４日前に採取したバ

ックアップが削除されます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

上記の設定は、開始時刻と組み合わせて実行されます。 

上記の設定で「毎月」を指定した場合は下記の指定日を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の設定で、毎週または隔週が選択された時、曜日を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻は 00:00～23:00 の範囲で選択します。 

 

 

時刻を分単位で指定する場合は、直接入力します 

 

 

設定を編集して、次回のバックアップ開始日時が表示されます。 

 

  



 

バックアップ時のディレイ時間とは、バックアップ中に他のアプリケーション※１などの実

行時間に影響が大きい場合に、待ち時間を設定することでサーバの負荷を軽減する目的で

設定します。 

※１：サーバで動作する自動バックアッププログラム以外の全てのアプリケーション 

クライアント側でファイル共有などを使用してサーバにアクセスするアプリケーションも

含まれます。 

 

設定の範囲は、0、１，２のいずれかとします。 

あまり大きな値を設定すると、他のプリケーションへの影響は小さくなりますが逆にバッ

クアップ時間が大きくなります。 

深夜など、バックアップ処理中に他のアプリケーションの動作が行われない場合は、設定値

は 0 とします。 

 

 

2.2 設定値の保存 

バックアップスケジュールなどの設定内容を保存するには「設定内容保存」ボタンをクリ

ックします、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値を変更した場合は、必ず設定内容の保存をお個０なってください。 
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2.3 設定値の確認 

自動バックアップの待機画面で、設定内容を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定内容を確認 

 

 

 

 

 

バックアップ開始までの時間が分単位で表示され常時更新されます。 

 

2.4 バックアップ待機状態にする 

「停止中」をクリックし「起動中」となっていることを確認します。 

「起動中」でかつ「待機中」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 らくらくドキュメントサーチとの連携 

3.1 クライアント側の動作環境設定 

クライアント側のらくらくドキュメントサーチの動作環境設定で、自動バックアップを

監視するに設定しておくと、らくらくドキュメントサーチ起動時に、サーバで動作してい

る自動バックアッププログラムが正常に動作しているか確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動バックアッププログラムが正常に動作している時は、エラー表示されません。 

サーバで動作する自動バックアッププログラムが起動されていない時表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記メッセージが表示された場合、サーバの自動バックアッププログラムを起動します。 

なお、自動バックアッププログラムが起動されていない場合、クライアント側のらくらく

ドキュメントサーチから起動させることはできません。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記メッセージが表示された場合、サーバの自動バックアッププログラムが何らかの理

由で停止している場合に表示されます。 

なお自動バックアッププログラムが停止しているかどうかは、サーバ側からは判断でき

ない場合もあります。 

上記のメッセージが表示された場合は、自動バックアッププログラムを再起動する必要

があります。 

再起動の方法は、サーバ側で自動バックアッププログラムを一旦、終了後再起動させるか、

クライアント側の動作環境設定画面から再起動させることも可能です。 
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4 インストールとアンインストール 

4.1 インストール 

本プログラムのインストールは、下記のサイトから「自動バックアップ」をダウンロード

し、setup1.msi を実行してインストールします。 

インストール後。バックアップ動作環境設定の項に従って設定を行います。 

「自動バックアップ」ダウンロードサイト 

https://www.tssol.jp/download/docsearchsqldb/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 アンインストール 

本プログラムが不要となった場合はアンインストールします。 

アンインストールは、コントロールパネルのプログラムと機能から、弊社の「自動バック

アップ」を削除します。 

 

インストーラ 

マニアル 

https://www.tssol.jp/download/docsearchsqldb/

